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	アスピリン(NSAIDs)不耐症・過敏症について
	アスピリン（NSAIDs）不耐症には気道型と皮膚型がある
	NSAIDs過敏蕁麻疹は、慢性蕁麻疹患者の約20～30％に合併するという報告がある。皮膚型NSAIDs不耐症には慢性蕁麻疹が基礎疾患として存在しNSAIDsが増悪因子として作用するタイプと、慢性蕁麻疹はないがNSAIDsを使用した際に著名な蕁麻疹ともに血管浮腫が誘発されるタイプの２つの病型があると考えられているが、いまだ不明な点が多い。一般的に、効果の強い解熱鎮痛薬ほど、このような副作用が起きやすいことが知られている。皮膚症状だけでなく、気道狭窄、呼吸困難、咳嗽、腹痛、アナフィラキシー症状などもで...
	アスピリン喘息(NSAIDｓ過敏喘息)とは
	アスピリン喘息(NSAIDs過敏喘息)は、成人喘息患者の5～10％を占める。成人発症の喘息患者の10％以上がNSAIDｓに過敏反応を示し、発作入院や救急受診をくりかえす重症患者では30％以上に認める。原則として喘息のない患者にはおこらない。小児にはまれで、女性は男性に比べ1.5～２倍多い。ごく一部の例外を除き一度獲得したNSAIDｓ過敏症は一生続く。遺伝的発症はほとんどない。多くは非アトピー型だがアトピー素因を有する例も20～30％存在する。好酸球性鼻茸副鼻腔炎の合併が90％以上にみられる。鼻症状...
	アスピリン（NSAIDs）不耐症の診断


	具体的対応

